
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立青雲高等学校 兵庫県神戸市長田区池田谷町 2 丁目 5 番 

  電話 078－641－4200 

 

本校 2階の提出箱に出すとき 

１．左右のページの3 ヵ所の太線内を記入 

  記入がないと受付けません。 

２．①②③の折り目の線を順番に折る。 

郵便で出すとき(上の 1,2 に続けて作業)          

３．青雲高校のあて名が見えるように重ねる。 

４．ホッチキスで指定の 1 ヵ所をとめる。 

５．15円分の切手をはる。(1 ヵ所) 

その他の注意 
 

本校が休みの日やあいている日でも夕方 5時を過ぎて届いたとき→次にあく日の受付になります。 

  ①毎週火曜日と土曜日は本校は休みです。 

  ②祝祭日が火曜日やスクーリング、学校行事と重なったときは、他の日が振替休日になります。 
 

 

兵庫県教育委員会認可通信教育 

６５３－０８２１ 

  神戸市長田区池田谷町 2 丁目 5 番 

    兵庫県立青雲高等学校 

          (電話 078－641－4200) 

英語コミュⅠ－２ 放送視聴 第１回  
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学習

内容 

 

All Aboard! 

Lesson 4 

教科書 p.48 – p.57 

A Miracle Mirror 

 

氏 名 

合格   ・   再提出 

 

2025 英語コミュⅠ- 2 放送視聴 第１回（前期提出分）  

英語コミュニケーションⅠ－２ スクーリング必要数について 

 

スクーリングは前期は４回、後期終了までに１２回出席しなければなりません。 

 

ただし、放送視聴を利用することができます。 

 

英語コミュニケーションⅠ－２ 放送視聴について 

 

  ＮＨＫ高校講座「英語コミュニケーションⅠ」の指定された放送を視聴し、 

   

    この課題に取り組んでください。 

 

第１回から第７回まで、スクーリングの代わりに、この教材が利用できます。 

 

    第１回から第４回は前期提出分です。 

 

前期に利用しなかった第１回から第４回分は、 

後期に、１１月末まで利用することができます。 

 

    第５回から第７回は後期提出分です。後期にしか利用できません。 

 

    解答はすべて記入すること。空白は再提出の対象となります。 

 

    合格の場合は返却しません。不合格の場合のみ返送しますので、大至急再提出 

してください。合格結果はＲＳ個人票で出席になっているかを確認してください。 

 

 



NHK 高校講座「英語コミュニケーションⅠ」 Lesson ４ を視聴して、問いに答えましょう。 

QRコードから視聴することができます。 

または、「NHK高校講座」⇒「英語コミュニケーションⅠ」⇒ Lesson ５ と検索する。 

青雲高校 HP「青雲 e-learning」からも視聴できます。 

視聴できる機械がない場合は、学校で視聴することができます。 

 

 

※答えはすべて記号で、（  ）の解答欄に書きなさい。 

 

 第11回 やりたいことを伝えよう  

 

問１ ダニエルがクルミに話しかけた時、クルミは何の本を読んでいましたか。 

 

    ア “Don’t talk to me, Daniel.”   イ”About dreams.”  

      ウ  “ What book?”                                               (           ) 

 

 

問２  「日本でコメディアンになりたい。」を英語で言うときは何と言いますか。 

    “I want (   問２   ) a comedian in Japan.” の (   ) に入る語を１つ選びなさい。 

 

     ア  be          イ  being           ウ  to be                 (           ) 

 

問３   Salar de Uyuni (ウユニ塩原) について、次の質問に対する正しい答えを記号で選びなさい。 

       In which season is it better to go to the Salar de Uyuni? 

         ア In the rainy season.     イ In the dry season.      ウ In the cool season.   

(           ) 

 

問４   阿野先生の説明を聞いて（  ）に入る適切な語句を記号で選びなさい 

    Nice to meet you.は (           ) に使う表現で、Nice meeting you.は (           ) 

      に使う表現である。 

ア 初めて会った時      イ 初めて会った時の別れ際     ウ また会ったとき                                   

 

   ダニエルが「相方を見つけたい。」と言った時に、I want to find a partner. とto 不定詞を 

   使っている理由、to は (           ) を表し、want や hope と相性が良いからである。   

         ア  過去            イ  現在             ウ  未来 



※答えはすべて記号で、（  ）の解答欄に書きなさい。 

 

 第１４回 理由を加えて説明しよう  

 

問５ 英語のプレゼンを準備していたTaketoに、 Mariaが ”Your English is good.”  

と言われた時、Taketoは何と答えたでしょうか。 

  

        ア Yes, I study it very hard.         イ No, no. My English is bad.  

        ウ No, your English is better.                                        (          ) 

 

 

問６ 問５に関して、Taketoは、Mariaに対して何と答えるべきでしたか。 

    

       ア Thank you but you’re joking.           イ Thank you, but I’m sorry to hear that.   

       ウ Thank you. I’m happy to hear that.   

                                                                             (           ) 

 

 

問７ Takeoが Mariaに言った、”To speak English in front of others is very difficult for me.” 

      は、英語を話すネイティブならふつうは、何と言いますか。 

 

      ア Speaking English in front of others is very difficult for me. 

      イ It is very difficult to speak English in front of others for me. 

      ウ It is very difficult for me to speak English in front of others. 

(           ) 

 

問８ 阿野先生の「あの話、この話」を見て、次の（1）～(3)に入るものを記号で選びなさい。 

   日本語は、（ 1 ）な言い方が多く、はっきり（  2 ）ことが美徳である。その背景に 

  日本は（ 3 ）の文化がある。一方、英語は、伝えるべきことを（ 4 ）伝えることば 

である。 

 

(1) ア はっきりした     イ あいまいな     ウ 説得力のある                       （          ） 

 

(2) ア 言わないこと    イ 伝えること     ウ 示すこと                            （          ） 

   

(3) ア 恥             イ 罪           ウ 察し                                （          ）  

 

(4) ア あいまいに      イ 適当に       ウ はっきりと                            （          ） 

 

 


